
 

令和 4年度  

第２回 学校評価アンケート 

集計結果 
１２月にお願いをしました「第２回学校評価アンケート」の集計結果とそれに対する考察をまとめ

ましたのでお知らせします。ぜひ、ご家庭での話題に取り上げていただきたいと思います。 

学校でも、このアンケート結果をこれからの学校教育活動の改善に生かしていきたいと思いま

す。 

ご協力ありがとうございました。 
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１.子供は、学校を楽しいと感じている。 

 

2.子供は、学習したことが身に付いている。 

 

3.子供は、よくあいさつをする。 

 

4.子供は、「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣が身

に付いている。 

 

5.子供は、教員や友達の話をしっかり聞いて

いる。 

 

6.子供は、先生や友達に適切な言葉づかいが

できている。 

 

7.子供は友達と仲良くしている。 

 

8.子供は、よく読書をしている。 

 

9.子供は帰宅後や休日によく運動したり、外で

遊んだりしている。 

 

10.子供は、忘れ物をしないように準備をして

いる。 

 

11.子供は、家庭で学習する習慣が身に付いて

いる。 

 

12.学校は、わかる授業づくりに努めている。 

 

13.学校は、子供の話をよく聞き適切に指導を

行っている。 

 

14.学校は、一人ひとりを大切にした楽しい学

校・学級づくりに努めている。 

 

15.学校は、教育方針や取組等について説明して

いる。 

 

16.学校は、子供のことについて相談しやすい。 

 

17.「学校・学年だより」や「学校ホームページ」で

学校や子供の様子がわかる。 

そう思う       だいたいそう思う   あまりそう思わない       そう思わない      分からない   

【保護者アンケート集計結果】 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.学校は楽しい。 

 

2.一生懸命勉強している。 

 

3.あいさつを自分からしている。 

 

4.廊下や階段は走らず歩いている。 

 

5.だまってそうじをしている。 

 

6.「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣が

できている。 

 

7.学習中、先生や友達の話をしっかり

聞いている。 

 

8.相手や場所に合わせた言葉づかい

ができている。 

 

9.友達と楽しく話したり、遊んだりして

いる。 

 

10.進んで本を読んでいる。 

 

11.運動したり、外で元気に遊んだりし

ている。 

 

12.わすれものをしていない。 

 

13.家で宿題は必ずやっている。 

 

14.先生はわかりやすく教えてくれる。 

 

15.先生は、話を聞いてくれる。 

 

16.先生は、がんばったことをほめてく

れる。 

 

17.「心のクローバー」をがんばってい

る。 

そう思う       だいたいそう思う   あまりそう思わない       そう思わない      分からない   

【児童アンケート集計結果】  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・児童アンケートにおいて、「①学校は楽しい」「②一生懸命勉強している」「⑨友達と楽しく話したり遊んだ

りしている」の項目は、日頃の教育活動の成果を表す貴重な指標と考えています。肯定的回答の割合は、

微減・微増がありますが、今後も、「楽しい学校」「勉強がよく分かる学校」「友達と仲良くできる学校」を

目指していきたいと思います。 

 

・児童アンケートにおいて、「⑤だまってそうじをしている」の項目については、肯定的回答が７６％でした。廊

下歩行や時間を守る、学校に必要ないものは持ってこない、登下校の仕方など、学校での基本的なきまり

を守れていない児童の姿が時折見られました。繰り返し学校でのきまりを守ることの大切さを指導し、ま

た、ルール・約束を守ることが、共に生活しているなかまを大切にすることにも深くつながっていることをし

っかりと意識させていくことが、児童の規範意識のさらなる醸成につながるものと考えます。 

 

・保護者アンケートにおいて、「⑨子どもは帰宅後や休日によく運動したり、外で遊んだりしている」の項目

は、肯定的回答が６０％でした。コロナ感染状況により、学習活動内容や学校行事等に様々な制約があり

ますが、学校では、業間休みや昼休みを使って学級遊びの設定や、「密」回避に工夫を凝らした、体育学

習に取り組んでいます。ご家庭でも、体力づくりや運動能力の向上を目指した取組を実践していただけれ

ばと思います。  

 

・保護者アンケートにおいて、「⑰学校・学年便りやホームページで学校や子どもの様子が分かる」の項目

は、肯定的回答が７５％でした。新型コロナウイルス感染拡大により、やはり以前と比べると、実際に子ども

たちの活動の様子見ていただいたり、教職員と直接話したりする機会が減っている中で、子どもたちの様

子を十分お伝えしていくことは難しい面もありますが、引き続き学級通信やホームページを活用していくこ

とはもちろん、児童用タブレットを用いて 保護者の方々に学校の取り組みや子どもたちの様子をお知らせ

していく方法も随時取り入れていきたいと考えています。 

 

・挨拶についての肯定的回答は、児童は 7９％、保護者は７４パーセントでした。本年度も日頃からマスクを

着用しているため、これまでのような大きな声でよく伝わる挨拶がしにくい状況でした。挨拶をすれば返し

てくれる児童が多いのですが、自分から先に挨拶する場面が減っているように感じます。今後も気持ちの

こもった挨拶ができる子どもが増えるよう指導を継続していきます。 

 

・新たな対応が求められる昨今において、児童の能力や可能性を伸ばし、安全で安心な学校を築いていく

ために感染症対策を含めた環境づくりや取り組み、対応等について学校全体で再度確認していきたいと

思います。保護者の皆様の声が学校をよりよくしていくための気づきとなりますので、今後ともご協力をお

願いします。 

 

 

 

 


